
 

   
  

 
  

令和４年度 大師高等学校 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

新カリキュラム
実施にあたり、
外国につながり
のある生徒の学
習支援も含め、
生徒の包括的ニ
ーズに応じ、生
徒を取り巻く社
会からの要求が
反映された教育
課程を開発し、 
展開する。 
 
 
 
 

①新・旧教育課
程が混在する中
で、本校の特色
や生徒のニーズ
に見合った履修
指導を行うため、
具体的な方針、
指導方法を計画
する。 
②教育活動のあ
らゆる面で、基礎
基本の定着を念
頭に置き、生徒の
学力や生活力を
向上させるための
工夫・改善を進め
ていく。 

①本校の特色や生
徒のニーズに沿っ
た履修指導を行う。 
担任が円滑に履

修指導できる資料
を作成する。 
 
 
 
②異校種との授業
見学後の協議を含
めた授業見学会を
実施する。 
コロナ禍の中で

も対応できるオンラ
イン等の授業を実
施する。 

①生徒のニーズに
沿った履修指導を
行えたか。   
担任が円滑に

履修指導できた
か。 
 
 
 
②授業見学会が
実施できたか。 
 オンライン授業が
実施できたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

生徒が生きてい 
くために抱える 
様々な課題に、 
柔軟かつ効率的 
に対応する指導 
・支援の効果的 
手法を導入し、 
組織的な体制拡 
充を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①昨今の社会情
勢の中でも、充実
した有意義な学
校生活を生徒自
身が実感できるよ
う、様々な手段や
方策に粘り強く取
組んでいく。 
 
②生徒自身によ
るタイムマネジメ
ント能力の育成を
中心に、社会の
中で自立していく
ための判断力や
自律心の涵養に
努めていく。 

①新入生歓迎会や
体育祭 、繋心祭
（文化発表会）、後
期生徒総会などを
通じて、部活動の
状況を発信し、新
入生と在校生に一
年間を通じてアプ
ローチをする。 
②面談・ホームル
ーム・遅刻指導等
を通じて自分で考
え、判断し、行動す
る力の涵養を図る。 

➀部活動の加入
率が30％まで伸び
たか、また活動実
績が向上したか。 
 
 
 
 
 
②情報共有を通じ
て生徒個々への
的確な支援を実践
し、遅刻者数の減
少などの成果を挙
げることができた
か。 

     

３ 進路指導・支援 

様々な生活・生 
育背景を持つ生 
徒に対し、自分 
が「したいこと 
」「できること 
」「しなければ 
ならないこと」 
を自覚させ、そ 
れに取り組むた 
めに必要となる 
知識と経験を蓄 
えさせる。 
 
 
 
 
 
 

①生徒一人ひとり
の実情に鑑み、
社会の中で自ら
の役割を自覚し、
実現していくため
に必要となる経験
をしっかりと積ま
せていく。 
②自分が「したい
こと」「できること」
を試行錯誤する
中で、生徒自身
が見通しをもち資
質を高められるよ
う粘り強く取組ん
でいく。 

①ライフステージと
してのキャリアデザ
インに基づく進路
希望を確認させ、
希望の実現に向け
た取組を指導・支
援する。 
 
②高校入学までの
取組を踏まえて、キ
ャリア・パスポートづ
くりを指導し、生涯
にわたるキャリアデ
ザインの設計を支
援する。 

①高校卒業時点
での進路未決定
者の比率が 0%に
近づいたか。 
 
 
 
 
②３年次当初の時
点で、卒業後のキ
ャリアデザインが設
計でき、進路希望
未定という生徒の
比率が 0%に近づ
いたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

生徒を取巻く大 
人たちが果たさ 
なければならな 
い役割を相互に 
意識したうえで 
、多文化共生の 
視点も含め、機 
会に応じた効率 
的かつ効果的な 
諸活動を実施す 
る。 
 
 
 
 
 
 
 

① 教 育 活 動 の
様々な局面で学
校外にある教育
資源の活用を、
昨今の社会情勢
に鑑みながら、実
現可能な取組を
進めていく。 

 
②本校の教育活
動 全 般 に つ い
て、地域をはじめ
広く県民に理解し
てもらうため、ホ
ームページ等で
の効果的な発信
に努めていく。 

①PTA や地域の参
画を得るべく、コロ
ナ禍における体制
を構築する。 
 
 
 
 
 
②学校ホームペー
ジの更新回数を月
平均４～５回を目標
に、情報の発信に
努める。また、掲載
内容も写真などを
中心に本校の様子
がよくわかるものと
する。 

①学校行事等で
PTA や地域社会と
の連携が図れた
か。 
 
 
 
 
 
②更新回数の目
標を達成すること
ができたか。また、
写真などメディアを
中心に掲載できた
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

本校がもつ「強 
み」と「弱み」 
を常に整理しな 
がら、人的およ 
び物的資源を有 
効かつ効率的に 
利活用した、誰 
からも愛される 
学校づくりを進 
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①一人１台端末
をはじめＩＣＴ機器
の利活用を効果
的、効率的に進
めていくため、学
習環境整備等に
組織的に取組ん
でいく。 
 
 
②安全で安心な
学校生活をより一
層確かなものとす
るため、昨今の諸
情勢に見合った
効率的かつ組織
的な対応をさらに
進めていく。 

①各教室に設置し
てあるモニター等
の wi-fi を含む ICT
を利用した教育環
境を整備し、効率
的に利活用した学
習を効果的に行う
ため、職員への啓
発を促す研修会を
定期的に行う。 
②不祥事防止会議
等の定期的な諸会
議において、課題
を共有化し、年間
を通して組織的に
業務に取り組む。 

①ICT を授業等に
利活用するための
定期的な職員研
修会を開催するこ
とにより、多くの職
員が授業に活用
することができた
か。 
 
 
②年間を通じて、
諸課題について、
職員全体で共有
化し、組織的に対
応することができた
か。 

     

 

 


